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透光性遮音壁清掃機械の開発�

１． はじめに

透光性遮音壁は，道路隣接地域への日照や通行

車両等の視界を確保しながら騒音問題に対処でき

ることから，近年全国的に設置箇所が増加してい

る。しかし，通行車両から排出される煤煙や巻き

上げる粉塵等が付着し，次第に透光性能が低下す

るため，定期的に清掃を行って機能を維持するこ

とが必要となっている（写真―１）。

現状の透光性遮音壁清掃作業は人力作業が中心

で効率はよくない。また，通常，作業は車線規制

を伴い，設置条件によっては高所作業を必要とす

る個所もあり，施工性や安全性等に課題が多い。

近畿地方整備局管内では，平成９年から国道４３

号に透光性遮音壁を設置しており，現在の設置延

長は約１５kmある。この透光性遮音壁を，安全か

つ効率よく清掃するために，清掃機械の開発に取

り組んだ。

２． 開発概要

今回の開発においては，清掃機械の開発コンセ

プトを「車線規制を必要としない」「効率よく清

掃できる」「透光性遮音壁の寸法・形状に制限さ

れない」として，清掃機械の基本方針を検討した

結果，車載式非接触高圧水洗浄方式に決定した。

また，対象遮音壁の延長が約１５kmと機械清掃の

対象としては非常に短く，当面は他に大規模な設

置計画もなかったので，専用設計の清掃車では年

間の稼働日数があまり期待できないため，既存の

排水管清掃車をベースに遮音壁清掃装置を付加す

ることで計画した。

平成１１年度から２年間で基本仕様を決定し，平

成１３年度末に，清掃車を導入している。

３． 検討内容

検討を行っていく上で，汚れの状態が一様でな

写真―１ 透光性遮音壁設置状況
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写真―２ 現地システム試験の状況

く，煤煙やほこりの付着量と見た目の評価が必ず

しも一致しないため，汚れの度合いを定量的に評

価することが課題となった。そこで今回は，汚れ

の度合いを定量的に示す指標として色彩色差計に

よる明度を用いた。透光板を通して光の反射率を

色彩色差計で測定すると，汚れの度合いにより明

度が落ちていく。今回の開発にあたっては，新品

状態の明度に対して，汚れによる明度の低下量を

明度差と呼び，これをもって透光性遮音壁の汚れ

の状態を評価し，見た目の評価（官能評価）と整

合させた上で回復目標値等を決定するものとし

た。

� 汚れ調査

国道４３号兵庫国道管内の透光性遮音壁の汚れ状

況を調査し，清掃による回復目標値を明度差（－

７）以上とした。また，遮音壁の内側（道路側）

と外側（民家側）の汚れ状況と清掃効果を調査し

た結果，外側の汚れは少なく内側が主に汚れてい

るので，清掃効率を考え機械による清掃は内側の

みとした。

� ラボテスト（室内実験）

清掃装置の主となる高圧水噴射について，基本

的な実験を行った。

� 高圧水洗浄による透光板の損傷等の影響調

査：透過率の低下等は無い。

� 回転ノズル１個当たりの洗浄幅・回転数を調

査：高圧水ノズル配置を決定。

� 高圧水を温水として噴射した場合の影響：壁

面到達時温度は低く効果は少ない。

� 高圧水を透光板に噴射したときの飛散状況の

確認。

� 現地要素試験

現地透光性遮音壁に対して手持ち高圧洗浄ノズ

ルを使用して，高圧水・洗浄液等の清掃要素の洗

浄効果実験を行った。

� 高圧水の噴射圧力を高くしていくと，１５MPa

以上で飽和傾向となっていく。

� 高圧水噴射距離を小さくすることにより洗浄

効果が向上するが，近付け過ぎると清掃面積が

低下するので，最適距離を確認した。

� 洗浄液を先に噴射することにより洗浄効果が

向上することを確認した。

� 現地システム試験

検討してきた清掃方法・清掃要素に基づき，模

擬実験システム装置を製作し，トラックに搭載し

て現地での洗浄効果実験を行った（写真―２）。

� 水質検査

本機械の洗浄方式では，洗浄後の排水を回収し

ないので，希釈用も兼ねて十分な量の水を洗浄用

に流している。今回，側溝に流れ込む排水につい

て，水質検査を行って確認した。

その結果「有害物質に係る排水基準」「生活環

境に係る排水基準」の各項目の基準値を超えるも

のは検出されなかった。

また，本機械で使用される洗浄液についても成

分分析を行った結果，「有害物質を含有する家庭

用品の規制に関する法律」に規定された基準値を

超えるものはなかった。

４． 基本仕様

検討結果より清掃機械の基本仕様を次のとおり

決定した（表―１）。

基本的な清掃方法としては，透光性遮音壁に対
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して噴射距離約０．８mを保つように，時速約５km

で走行する。車両前方に配置されたノズルから洗

浄液を噴霧し，後方の高圧水ノズルにより高圧洗

浄し，さらに後端の低圧水ノズルですすぎ洗浄を

行う。高所の遮音壁に対しては，各洗浄ノズルを

油圧式昇降装置により高さを遮音壁に合わせて清

掃する（図―１）。

５． 導入効果

本清掃機械を導入した兵庫国道事務所での効果

を調査した（写真―３）。

� 洗浄効果

導入した清掃車により，清掃前後の明度を計測

し，その洗浄効果を調べた（図―２）。

各測定個所で，「雨がかからない」「交差点近傍

で排ガスの影響が大」など設置条件により汚れ度

合い，汚れ方が違うため，回復量に大きな差がで

ている。全体としては，ほとんどの個所で回復目

標値とした明度差（－７）を越えることができ

た。しかし，設置以来約４年間清掃されていない

ために，特に汚れのひどいNo．５・No．９のように

一度の清掃で目標値まで回復しなかった個所があ

る。これらの個所は，こびり付いた汚れを一度落

としてしまうなどの措置をとった上で，清掃頻度

を多くすることにより，清掃レベルを維持するよ

うな運用が必要である。

表―１ 透光性遮音壁清掃機械主要諸元

項 目 仕 様

車 両
ベースシャシ ８t級

CNGエンジン

車両全長 １０，１００mm

車両総重量 １５，２９０kg

高圧洗浄水圧力 １５MPa

洗浄水温度 常 温

清掃幅（鉛直） ２，５００mm

清掃時走行速度 約５km／h

清掃能力（実績） ２０８m2／min

洗浄水タンク容量 ５，４００l

洗浄水消費量
高圧水：１８０l ／min

低圧水：３４０l ／min

洗浄液消費量 ３．５l ／min

清掃可能高さ ５００～６，０００mm

図―１
透光性遮音壁清掃機械
イメージ図

写真―３ 導入機械による検証試験状況
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� 作業効率

実作業の追跡調査を行った結果，洗浄水タンク

満水で，透光性遮音壁延べ延長として平均８３２m

の清掃が行えた。また，１日の作業量としては，

洗浄水タンク満水で作業開始し，途中３回給水を

行い，延べ延長３，３２８m，遮音壁面積８，３２０m2を清

掃できた。作業形態としては，車両運転手および

清掃装置操作員の計２名が清掃車に乗り，移動規

制として後方警戒車を１台配置した。

人力作業で同遮音壁を清掃した場合は，排水管

清掃車と作業員２人の班編制で，１日４７０m2，設

置高さが２．５m以上の個所では，さらに高所作業

車が必要となり１日１９０m2の作業量である。

兵庫国道事務所管内４３号の透光性遮音壁を清掃

する場合で比較すると，設置延長約１５kmを，人

力の場合清掃に約９５日間必要となるが，機械清掃

の場合は５日間で清掃できる。ただし，遮音壁端

部で斜めに設置されている個所では，洗浄水が大

量に歩道へ飛散し，本清掃機械での対応は不可能

であるため，別途人力等による清掃が必要となっ

ている。

６． まとめ

本清掃車は高圧水洗浄方式を採用したため，飛

散防止用に低圧水でカーテンを作るな

ど対策をしているが，霧状になった水

が清掃車周辺に若干飛散することは避

けられない。ただし，民地側へはほと

んど飛散しておらず，車道側でも一般

車両に支障となるような状況にはなっ

ていない。実際の運用としては，年間

の稼働日が少ないため，雨天の日を選

んで作業することで対処している。

その他の検討課題となるものを次に

述べる。

道路端に平行に設置された透光性遮

音壁に対しては，計画どおりの結果が

得られたが，前述のように斜めに設置

された個所に対しては，清掃は不可能

となっている。このような清掃不可能個所が全体

の２０％を占めており，清掃作業を効率化するため

に，早急な対応が求められている。

使用水量について，現在の設定では５，４００l の

洗浄水を約１０分で使い切るため，給水に多大な時

間を要している。これは，最も汚れた個所でも，

洗浄水が放流基準を満足するように設定したこと

が原因である。今後は定期的に清掃することによ

り，汚れの最大量が大きく減るので，希釈用の水

を適正値に絞り，清掃作業の効率を改善するため

の検証を行う予定である。

７． おわりに

本清掃機械の開発により，人力では不可能であ

った清掃が，実用的なレベルで可能となった。

現在の遮音壁設置延長を，１回清掃するのに５

日で終わる。このため，今後の透光性遮音壁の増

設や，他の個所での新設にも，十分対応できる余

裕がある。また，通常は排水管清掃車として作業

できるので，導入した兵庫国道では，年間を通し

て活躍している。

今後は，残された課題への対応，安全で効率の

よい作業のための清掃マニュアル作成などを行

い，より完成度の高い機械にしていきたい。
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